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(57)【要約】
　【課題】陰茎、陰嚢及び睾丸を人体に対してしっかり
と安定して固定することができる男性用下着を提供する
。
　【解決手段】実施形態に係る男性用下着１は、陰茎を
股間に押しつけて固定するための男性用下着１であって
、人体への装着時に股間の下方に設置されて前側開口か
ら陰茎が内部空間に挿入される布状筒型の陰茎保持部材
１０と、人体への装着時に陰茎保持部材１０を包含する
と共に前側開口２２から陰嚢全体に被せられて、陰茎、
睾丸及び陰嚢全体を覆う袋状の陰嚢保持部材２０と、陰
茎保持部材１０及び陰嚢保持部材２０の前側部分に一端
が固定された前側接続用紐３１，３３と、陰茎保持部材
１０及び陰嚢保持部材２０の後側部分に一端が固定され
た後側接続用紐３２と、を備え、人体への装着時に、前
側接続用紐３１，３３及び後側接続用紐３２を人体又は
人体に装着された部材に固定することで、装着される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　陰茎を股間に押しつけて固定するための男性用下着において、
　人体への装着時に股間の下方に設置されて前側開口から陰茎が内部空間に挿入される布
状筒型の陰茎保持部材と、
　人体への装着時に前記陰茎保持部材を包含すると共に前側開口から陰嚢全体に被せられ
て、陰茎、睾丸及び陰嚢全体を覆う袋状の陰嚢保持部材と、
　前記陰茎保持部材及び前記陰嚢保持部材の前側部分に一端が固定された前側接続用紐と
、
　前記陰茎保持部材及び前記陰嚢保持部材の後側部分に一端が固定された後側接続用紐と
、
を備え、人体への装着時に、前記前側接続用紐及び前記後側接続用紐を人体又は人体に装
着された部材に固定することで、前記陰茎保持部材及び前記陰嚢保持部材の前側部分が人
体の前側から上方に引っ張られながら、かつ、前記陰茎保持部材及び前記陰嚢保持部材の
後側部分が人体の後側から上方に引っ張られながら装着されることを特徴とする男性用下
着。
【請求項２】
　前記前側接続用紐は、前記陰茎保持部材の前側部分に接続された陰茎保持用の紐と、前
記陰嚢保持部材の前側部分に接続された、前記陰茎保持用の紐とは別体の陰嚢保持用の紐
とを備えることを特徴とする請求項１記載の男性用下着。
【請求項３】
　前記陰茎保持部材及び前記陰嚢保持部材の後端にも開口が形成されていることを特徴と
する請求項１又は２記載の男性用下着。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、男性の陰茎を固定して保持するための男性用下着に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、快適さ等の機能や見た目の美観を追求するために、男性の下半身用下着とし
て様々な形態の下着が提供されているが、通常は、重力によって下向きになった陰茎と陰
嚢とを自然な状態で保持する下着がほとんどである。
【０００３】
　一方、本発明者らは、筒型布状部材に挿入した状態で陰茎を股間に押しつけてしっかり
と安定して固定するという、新規な陰茎固定方法を実現するための男性用下着（陰茎保持
具）を提供しており、例えば、特許文献１及び２に開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第４１７７４４８号公報
【特許文献２】登録実用新案第３１４３２８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記陰茎保持具（男性用下着）によれば、陰茎を下方から後方へ引っ張った状態で股間
に押しつけることで、着用者に不快な感じを与えることなく、陰茎を人体に対して安定し
て固定することが可能となる。
【０００６】
　しかし、上記陰茎保持具を装着した状態では、後方に引っ張られた状態の陰茎が股間に
押さえつけられるため、陰嚢が、陰茎と股間との間に挟まれることになる。なお、このと
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き通常であれば、陰嚢によって包まれている二つの睾丸（精巣）は、陰茎によって左右一
つずつに分離されるはずである。
【０００７】
　したがって、上記陰茎保持具を装着した状態では、陰嚢の左右方向中心は陰茎と股間の
下面との間に挟まれて固定された状態となっているが、二つの睾丸はフリーな状態となっ
ており、人体に対してしっかりと固定されていない。このため、装着者が激しい運動を行
う場合には、睾丸が移動する等して邪魔になったり、集中力が欠ける要因となったりして
しまう。
【０００８】
　本発明は、このような課題に鑑みてなされたものであり、陰茎、陰嚢及び睾丸を人体に
対してしっかりと安定して固定することができる男性用下着を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するための本発明に係る男性用下着は、陰茎を股間に押しつけて固定す
るための男性用下着において、人体への装着時に股間の下方に設置されて前側開口から陰
茎が内部空間に挿入される布状筒型の陰茎保持部材と、人体への装着時に前記陰茎保持部
材を包含すると共に前側開口から陰嚢全体に被せられて、陰茎、睾丸及び陰嚢全体を覆う
袋状の陰嚢保持部材と、前記陰茎保持部材及び前記陰嚢保持部材の前側部分に一端が固定
された前側接続用紐と、前記陰茎保持部材及び前記陰嚢保持部材の後側部分に一端が固定
された後側接続用紐と、を備え、人体への装着時に、前記前側接続用紐及び前記後側接続
用紐を人体又は人体に装着された部材に固定することで、前記陰茎保持部材及び前記陰嚢
保持部材の前側部分が人体の前側から上方に引っ張られながら、かつ、前記陰茎保持部材
及び前記陰嚢保持部材の後側部分が人体の後側から上方に引っ張られながら装着されるこ
とを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に係る男性用下着によれば、陰茎、陰嚢及び睾丸を人体に対してしっかりと安定
して固定することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、本実施形態に係る男性用下着の斜視図である。
【図２】図２は、本実施形態に係る男性用下着の陰茎保持部材の斜視図である。
【図３】図３は、本実施形態に係る男性用下着の陰嚢保持部材の斜視図である。
【図４】図４は、本実施形態に係る男性用下着を装着するために人体の前側に位置させた
際の上面図である。
【図５】図５は、本実施形態に係る男性用下着を装着した状態を示す正面図である。
【図６】図６は、本実施形態に係る男性用下着を装着した状態を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　まず、図１～図３を参照しながら本発明の実施形態について詳細に説明する。図１は、
本実施形態に係る男性用下着の斜視図である。図２は、本実施形態に係る男性用下着の陰
茎保持部材の斜視図である。図３は、本実施形態に係る男性用下着の陰嚢保持部材の斜視
図である。なお、図１乃至図３では、図中左下側が各部材の前側となっており、人体への
装着時に人体の前側に位置することになる。
【００１３】
　図１に示すように、本実施形態に係る男性用下着は、陰茎保持部材１０、陰嚢保持部材
２０、陰茎保持部材１０及び陰嚢保持部材２０を人体に装着するための接続部材３０を備
えている。陰茎保持部材１０は、人体への装着時に陰茎が内部に挿入される筒部１３を有
する布状筒体１１を備えている。
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【００１４】
　図２において、図中左下側（１４ａ、１４ｂ側）が陰茎保持部材１０の前側である。人
体への装着時には、筒部１３の前側開口から陰茎が挿入されると共に、陰茎保持部材１０
は、この前側が人体の前側に位置した状態で、股間の下方において人体の前後方向に延在
して位置することになる。
【００１５】
　陰茎保持部材１０は、ストッキング素材で形成されており、二枚の細長い長方形状（帯
状）のストッキング素材１１，１２の両側端部を縫い合わせることで、筒部１３が形成さ
れている。図２において、ストッキング素材１１が上側、ストッキング素材１２が下側に
位置している。
【００１６】
　また、図２に示すように、上側の長方形状ストッキング素材１１のほうが下側のストッ
キング素材１２よりも短い。また、ストッキング素材１１，１２の後端が一致した状態で
縫い合わされており、陰茎保持部材１０の前側部分では、筒部が形成されておらず、下側
のストッキング素材１２のみが存在している。
【００１７】
　また、陰茎保持部材１０の前側端の左右両端部１４ａ，１４ｂには、前側接続用紐３１
ａ，３１ｂがそれぞれ接続されており、後側端の左右両端部１５ａ，１５ｂには、後側接
続用紐３２ａ，３２ｂがそれぞれ接続されている。
【００１８】
　陰嚢保持部材２０は、図１及び図３に示すように、陰茎保持部材１０を包含する、前後
端が開口した袋状の袋体２１を備えており、この袋体２１は、前側の開口２２径が大きく
、前後方向中間あたりから後端に向かって徐々に細くなる形状をしている。また、袋体２
１の後端部の内側には、左右にそれぞれヒダ部２５ａ、２５ｂが形成されている。また、
袋体２１の前側端部の左右端部２４ａ，２４ｂには、前側接続用紐３３ａ，３３ｂがそれ
ぞれ接続されている。
【００１９】
　図１に示すように、陰茎保持部材１０と陰嚢保持部材２０とを一体化した状態では、袋
状の陰嚢保持部材２０の袋体２１の内部に、筒状の陰茎保持部材１０が延在した状態とな
る。また、陰茎保持部材１０の前側端であって下側のストッキング素材１２の前側端が、
その端縁に沿って陰嚢保持部材２０の前側端と縫い合わされ、陰茎保持部材１０と陰嚢保
持部材２０とが一体化されている。
【００２０】
　また、陰茎保持部材１０の後端開口径と、陰嚢保持部材２０の後端開口径とは同じサイ
ズであり、陰嚢保持部材２０の袋体２１の後端のヒダ部２５ａ，２５ｂは、それぞれ陰茎
保持部材１０の後端の両端部１５ａ，１５ｂと縫い合わされて固定されている。よって、
後側接続用紐３２ａ，３２ｂを引っ張りあげることで、陰茎保持部材１０及び陰嚢保持部
材２０の双方の後端部を引っ張り上げて、これらを人体に対して固定・装着することがで
きる。
【００２１】
　なお、後述するように、陰茎保持部材１０の全長は陰茎保持部材２０の全長よりも少し
長いため、陰茎保持部材１０の筒部１２の後端が、陰嚢保持部材２０の後端開口よりも若
干外に飛び出した構成となっている。
【００２２】
　一方、陰茎保持部材１０の前端に接続された前側接続用紐３１ａ，３１ｂと、陰嚢保持
部材２０の前端に接続された前側接続用紐３３ａ，３３ｂは、それぞれ独立しているので
、各保持部材１０，２０に適した所望の張力で、接続用紐３１，３３それぞれを引っ張る
ことができる。これにより、装着者によって形状、位置等が異なる陰茎及び陰嚢を、各装
着者に適した態様で保持・固定することが可能となる。
【００２３】
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　なお、陰嚢保持部材２０及び接続部材３０（前側接続用紐３１，３３、後側接続用紐３
２）も陰茎保持部材１０と同様に高い伸縮性を有するストッキング素材で製造されている
。
【００２４】
　続いて、装着前の伸びていない状態での男性用下着１のサイズについて説明する。陰茎
保持部材１０については、全長が130mm、筒部１３の内径が25mmである。また、陰嚢保持
部材２０については、全長が120mm、前側開口２２の内径が50mm、後側開口の内径が25mm
である。
【００２５】
　もちろん、陰茎保持部材１０及び陰嚢保持部材２０を構成する素材はストッキング素材
に限らず、布状部材であれば、適宜変更可能である。但し、陰茎、睾丸等を安定して固定
するためには、伸縮性の高い素材を用いるのが望ましい。また、男性用下着１を構成する
各部材のサイズについても、装着者に合わせて適宜変更可能であることは言うまでもない
。また、接続部材３０については、ゴム等、布状部材以外の素材を使っても良い。
【００２６】
　以上、男性用下着１の構成について詳細に説明したが、次に、男性用下着１の装着手順
について、図４を参照しながら詳細に説明する。図４は、本実施形態に係る男性用下着を
装着するために人体の前側に位置させた際の上面図である。同図に示すように、男性用下
着１を人体に装着する際には、まず、男性用下着１の前側を上にすると共に、陰茎保持部
材１０と陰嚢保持部材２０の前側端で縫い合わされた部分を向こう側にした状態で、男性
用下着１を人体の前側に位置させる。
【００２７】
　続いて、陰茎保持部材１０を陰茎に装着する。具体的には、亀頭が筒部１３の後端から
露出するまで、陰茎を筒部１３に挿入する。陰茎保持部材１０は、伸縮性の高いストッキ
ング素材で作られているので、いったん装着すると、筒部１３全体が陰茎表面に密着し、
陰茎が筒部１３から容易に抜けることはない。
【００２８】
　さらに、包皮を剥いて亀頭を完全に露出させておけば、筒部１３から陰茎が抜けようと
しても、カリ首の部分に筒部１３の後端縁が引っ掛かって抜けるのを防止できる。よって
、装着者が仮性包茎の人の場合でも、筒部１３に陰茎を挿入する際には亀頭を完全に露出
させた状態とすることが望ましい。
【００２９】
　続いて、陰茎保持部材１０に挿入された陰茎を下向きにして後方へ引っ張り、陰茎を挿
入した陰茎保持部材１０が股間の下方で前後に延在した状態で、陰茎保持部材１０の前側
端に一端が固定されている前側接続用紐３１ａ，３１ｂと、後側端に一端が固定されてい
る後側接続用紐３２ａ，３２ｂを上方に引き上げながら人体に固定する。これにより、ま
ずは陰茎保持部材１０がしっかりと人体に装着される。
【００３０】
　具体的には、前側接続用紐３１ａ，３１ｂを上方に引っ張りながら、腰骨の上辺りでそ
れぞれ人体の左側と右側から後方へと回し、人体の後側でこれらの他端同士を結ぶ。さら
に、後側接続用紐３２ａ，３２ｂを上方に引っ張りながら、腰骨の上辺りでそれぞれ人体
の左側と右側から前方へと回し、人体の前側でこれらの他端同士を結ぶ。
【００３１】
　そうすると、陰茎保持部材１０に挿入された下向きの陰茎は、下方から後方へ引っ張ら
れた状態で、筒部１３の下面によって面で上方の股間へと押しつけられた状態で固定され
ることになる。このとき、陰嚢は、陰茎と股間との間に挟まれ、陰茎によって股間の下面
に押しつけられてしっかりと固定される。また、陰茎は二つの睾丸の間に位置することに
なるので、この状態では、二つの睾丸は少しだけフリーな状態となっている。
【００３２】
　続いて、陰嚢保持部材２０の前側開口２２を拡げながら、睾丸と陰嚢全体を覆うように



(6) JP 2011-52343 A 2011.3.17

10

20

30

40

50

袋体２１を陰嚢に被せる。この状態で、陰嚢保持部材２０の前側端に一端が固定されてい
る前側接続用紐３３ａ，３３ｂを上方に引っ張りながら、腰骨の上辺りでそれぞれ人体の
左側と右側から後方へと回し、人体の後側でこれらの他端同士を結ぶ。
【００３３】
　なお、陰嚢保持部材２０の後側端のヒダ部２５ａ，２５ｂは、陰茎保持部材１０の後側
端１５ａ，１５ｂとそれぞれ接続固定されている。よって、上述したように、後側接続用
紐３２ａ，３２ｂを上方に引っ張りながら人体に固定することで、陰嚢保持部材２０の後
側端も上方に引っ張られた状態となっている。これにより、陰嚢保持部材２０も人体に対
してしっかりと固定され、睾丸は袋状の陰嚢保持部材２０によって吊り上げられ、股間に
対して押しつけられた状態となる。
【００３４】
　以上により、男性用下着１が装着されることになるが、上述した装着手順は一例を示し
ただけであり、他の手順でも装着できることは言うまでもない。図５及び図６に本実施形
態に係る男性用下着の装着状態を示す。図５は、男性用下着を装着した状態を示す正面図
であり、図６は、男性用下着を装着した状態を示す断面図である。
【００３５】
　図５及び図６に示すように、男性用下着１を装着すると、筒部１３に陰茎Ｐが挿入され
た陰茎保持部材１０、陰茎Ｐの両側に位置する睾丸Ｋ及び陰嚢が、陰嚢保持部材２０によ
って包含され、陰茎Ｐ、睾丸Ｋ及び陰嚢は男性用下着１によって覆い隠されることになる
。
【００３６】
　また、下向き状態で股間に押しつけられた陰茎Ｐによって左右に分離された睾丸Ｋを、
袋状の陰嚢保持部材２０によって包み込みながら吊り上げて股間に押しつけることで、そ
れぞれ別々に固定することが可能となる。なお、図６に示すように、陰茎Ｐの先端の亀頭
部分は、股間の下側において陰茎保持部材１０及び陰嚢保持部材２０の後端開口から露出
した状態となっている。したがって、男性用下着１の装着者は、装着したままで排尿を行
うことも可能である。
【００３７】
　以上、本実施形態に係る男性用下着について詳細に説明したが、本実施形態によれば、
陰茎保持部材によって下向きの陰茎を股間に押しつけて安定的に固定できるだけでなく、
陰茎によって左右に分離された二つの睾丸を陰嚢と共に股間に押しつけて安定的に固定す
ることができる。また、陰嚢保持部材として伸縮性の高いストッキング素材を用いている
ので、睾丸をソフトに包み込んで固定することができ、装着者に痛みを感じさせることも
ない。
【００３８】
　陰茎の固定についても、陰茎保持部材と陰嚢保持部材とにより二重に押しつけられるこ
とになるので、陰茎保持部材単独の場合と比べて、より安定して陰茎を下向きに股間に押
しつけて固定することができる。したがって、例えば、スポーツ等の激しい動きをする場
合であっても、陰茎、陰嚢、睾丸等が移動して邪魔になったり、不快を感じたりといった
ことを防止することができる。
【００３９】
　また、本実施形態によれば、陰茎、睾丸及び陰嚢を股間に押しつけて固定した状態で、
陰嚢保持部材によってこれらを覆い隠しているので、下着を装着した状態の外観も良好な
ものとなる。
【００４０】
　なお、本発明の実施の形態は上記実施形態に限定されるものではなく、本発明の主旨を
逸脱しない範囲内で種々の変形が可能であることは言うまでもない。例えば、上記実施形
態では、陰茎保持部材と陰嚢保持部材とを一部を縫い合わせることで一体の構成としてい
るが、例えば、結んだり、ボタンで留めたり、面ファスナー等で固定して一体化しても良
い。また、一体化せずに別体のままでも良い。
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【００４１】
　また、上記実施形態では、男性用下着を人体に固定するための接続部材として、陰茎保
持部材及び陰嚢保持部材に一端が固定された接続用紐を用い、当該接続用紐を人体の腰骨
回りに結びつけているが、接続用紐を固定する場所は、例えば、首回りの肩など、任意の
場所で良い。また、腰回りに固定した腰紐や、下着等、人体に装着された部材に接続用紐
を固定するようにしても良い。
【００４２】
　また、上記実施形態では、前側接続用紐としては、陰茎保持部材用と陰嚢保持部材用と
で別々の接続用紐を用いているが、後側接続用紐のように兼用の紐を用いても良い。
【符号の説明】
【００４３】
　１　　　　　　男性用下着
　１０　　　　　陰茎保持部材
　１３　　　　　筒部
　２０　　　　　陰嚢保持部材
　２１　　　　　袋体
　３０　　　　　接続部材

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年1月4日(2011.1.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　陰茎を股間に押しつけて固定するための男性用下着において、
　人体への装着時に股間の下方に設置されて前側開口から陰茎が内部空間に挿入される布
状筒型の陰茎保持部材と、
　人体への装着時に前記陰茎保持部材を包含すると共に前側開口から陰嚢全体に被せられ
て、陰茎、睾丸及び陰嚢全体を覆う袋状の陰嚢保持部材と、
　前記陰茎保持部材及び前記陰嚢保持部材の前側部分に一端が固定された前側接続用紐と
、
　前記陰茎保持部材及び前記陰嚢保持部材の後側部分に一端が固定された後側接続用紐と
、
を備え、
　人体への装着時に、前記前側接続用紐及び前記後側接続用紐を人体又は人体に装着され
た部材に固定することで、前記陰茎保持部材及び前記陰嚢保持部材の前側部分が人体の前
側から上方に引っ張られながら、かつ、前記陰茎保持部材及び前記陰嚢保持部材の後側部
分が人体の後側から上方に引っ張られながら装着されることを特徴とする男性用下着。
【請求項２】
　前記前側接続用紐は、前記陰茎保持部材の前側部分に接続された陰茎保持用の紐と、前
記陰嚢保持部材の前側部分に接続された、前記陰茎保持用の紐とは別体の陰嚢保持用の紐
とを備えることを特徴とする請求項１記載の男性用下着。
【請求項３】
　前記陰嚢保持部材が前記陰茎保持部材を包含した状態で、前記陰茎保持部材の後端と前
記陰嚢保持部材の後端とが接続固定されていることを特徴とする請求項１又は２記載の男
性用下着。
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